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50歳で第2の人生に挑む。日本地図を作った男

富岡八幡宮で「歴史現地講座」
　今回は、「一緒に、伊能忠敬を学ぼう！」と理事長代行から門前仲町に集めら
れた２期生たち。日本地図を作った人、というのは日本人なら誰でも知っている。
そんなの知っている、ということで予習もへったくれもなく、集まった。しかし、やっ
ぱり我々は、全然知りませんでした・・・。今回の学びも深すぎました。坂本龍馬
や勝海舟のようなメジャー人もありですが、メジャーで、こんなにその内容が知ら
れていない人物だったんですね・・・。愚直な生き方、って最高です。人生は２度
目に花を咲かせることもあるんですね。

↑富岡八幡宮（とみおか・はちまんぐう）

■住所／東京都江東区富岡１-２０-３
■アクセス／地下鉄東西線「門前仲町」
駅より徒歩３分
■詳細／「富岡八幡宮」でネット検索

山近理事長代行による講義
神社から徒歩10分

日照りがボウズ頭を直撃

質問できないくらいマニアックな内容でした（ｂｙ全員）

富岡八幡宮境内に立つ伊能忠敬の像。
（原寸大ではなさそう。なぜなら顔がデカすぎる）

全国各地へ測量に出発する際、
必ずこの神社に参っていた、ということから
伊能忠敬と縁が深いことがうかがえる

忠敬は1745年2月10日
千葉県九十九里浜町小関で

生まれた。
49歳で息子に家督を譲り隠居。

隠居後、ここ門前仲町に
隠宅を構えた。

教科書では習わない、５つのキー
ワード（数字）で伊能忠敬を解説。
「中高年の光」と言われる男は、
50歳を過ぎてからその偉業が成し

遂げられた･･･。妙に嬉しそうに、
「４人の女性がいた！」と強調する
理事長代行。確かに･･･、それは･･･
学校では教えてくれない･･･。

美しい権禰宜さんが
相当詳しく解説を。
山近理事長代行の
出番が無し・・・に

境内で恒例の
新聞アウトプット

　５円以上、賽銭箱に入れる奴はいなかった･･･
（すみません。稼ぐようになってからまた来ます）

　寛政７年（１７９５）、隠居後、５０歳で江戸（深川黒江町※門前仲町）へ
出て隠宅を構え、忠敬にとって二度目の人生が始まった。この年で念願
の暦学・天文学を学び始める。自宅に天体観測の機器を購入して、熱心
に取り組む。やがて「地球の形や大きさを知りたい」と強く思うようになり、
自らの歩幅を使って日本全国を図る旅に出る。約１７年に渡り、その旅は
続く。日本地図はその副産物として、出来たのである。


